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４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
法

が
改
正
さ
れ
、
０
～
３
歳
未
満

の
児
童
へ
の
手
当
月
額
が
一
律

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
～　

歳
（
小
学
校
修
了
前

１２

ま
で
の
児
童
）
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
第
１
子
、
第
２
子
は
５

０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
は
１

万
円
で
す
。

　

児
童
手
当
の
支
給
は
申
請
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
は
早
め
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　

児
童
手
当
の
受
給
は
、
左
表

の
よ
う
に
所
得
制
限
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
、

平
成　

年
６
月
分
か
ら　

年
中

１９

１８

の
所
得
で
判
断
す
る
た
め
、
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
計
中
心
者
の
所

得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
あ

る
場
合
は
、
手
当
の
支
給
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
出
生
や
転
入
な
ど
で

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
日
か
ら　

日
以
内
に

１５

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
公
務

員
の
世
帯
は
、
勤
務
先
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
に
必
要
な
も
の

　

①
請
求
者
の
印
鑑
（
朱
肉
使

用
の
も
の
）

　

②
請
求
者
名
義
の
銀
行
預
金

通
帳

　

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
健

康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　

④
平
成　

年
１
月
１
日
現

１９

在
、
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
所
が

あ
っ
た
市
区
町
村
発
行
の
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成　
１９

年
度
分
で
扶
養
親
族
数
を
明
記

し
た
も
の
）

　

受
給
中
の
人
は　
　
　

　

現
況
届
の
提
出
を

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
に
は
、「
平
成　

年
１９

度
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
６
月　
３０

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

書
類
が
届
か
な
い
場
合
な
ど

は
、
末
尾
の
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

書
類
の
提
出
・
問
合
せ
先

　

住
ん
で
い
る
区
の
「
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
」（
福
祉
・
介
護

保
険
課
児
童
家
庭
福
祉
係
）

３
歳
未
満
の
児
童
手
当

月
額
１
万
円
に
増
額
し
ま
し

月
額
１
万
円
に
増
額
し
ま
し
たた

現
況
届
提
出
は
６
月
中
に

※表の所得額（総収入から必要経費を引いた額）は、社会保険料控除な
　どの一律控除額（８万円）を加算しています。所得からは雑損控除
　など、ほかに控除できるものがあります。

【19年度所得制限限度表】

厚生年金等加入者国民年金加入者扶養親族数

540万円468万円０人

578万円506万円１人

616万円544万円２人

38万円加算38万円加算以降、１人につき

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組

む
市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
人
へ
、
下

記
の
要
領
で
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ク
リ
ー
ン

で
再
生
可
能
な
（
繰
り
返
し
生

ま
れ
る
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

と
と
も
に
循
環
型
社
会
を
形
成

す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

市
で
も
小
・
中
学
校
や
公
民

館
の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

募
集
件
数

　

年
間
２
０
０
件

　

補
助
金
額

　

１
件
あ
た
り　

万
円

１０

　

応
募
資
格

　

市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す

る
住
宅
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

　

（
１
）
新
築
ま
た
は
既
存
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
人

　

（
２
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
が
設
置
さ
れ
た
新
築
住
宅
の

購
入
を
予
定
し
て
い
る
人

　

い
ず
れ
も
、
１
年
間
実
験
デ

ー
タ
の
提
供
に
協
力
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

他
機
関
か
ら
補
助
を
受
け
る

人
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
設
置
工

事
の
契
約
が
、
補
助
金
交
付
予

約
申
請
よ
り
前
の
場
合
に
は
、

補
助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

募
集
期
間

　

５
月
１
日
蝂
～
平
成　

年
１

２０

月　

日
蝄

３１

　

※
当
日
消
印
有
効

　

応
募
方
法

　

補
助
金
交
付
予
約
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
下
記
事

務
局
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
は
事
務
局
へ
の
郵
送

の
み
で
す
。
直
接
持
参
さ
れ
た

場
合
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
１
０
倆
０
０
０
３　

中

央
区
春
吉
一
丁
目
７
倆　
　

ス

１１

ペ
ー
ス
キ
ュ
ー
ブ
３
階　

福
岡

市
地
球
温
暖
化
防
止
市
民
協
議

会　

太
陽
光
発
電
補
助
事
務
局

　

申
請
書
は
、
温
暖
化
対
策
課

（
市
役
所　

階
）、
情
報
プ
ラ

１３

ザ
（
市
役
所
１
階
）、
各
区
役

所
の
生
活
環
境
課
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kankyo.city.f
u
k
u
ok
a.jp/eco/in

dex
.

h
tm
l

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

決
定
方
法

　

先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
内
に
募
集
件
数
を

超
え
た
場
合
は
、
募
集
件
数
を

超
え
た
日
に
受
理
し
た
申
請
書

（
消
印
有
効
）
の
中
で
抽
選
を

行
い
、
決
定
し
ま
す
。

　

■
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
次
の
要
領
で
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
希
望
の
人
は
、
５
月　
１０

日
蝄
ま
で
に
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
で
問
合
せ
先
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
時
：
５
月　

日
蝅
午
前　

１１

１０

時
か
ら

　

場
所
：
市
役
所
講
堂
（
市
役

所　

階
）

１５

◇

　

【
問
合
せ
先
】

　

市
地
球
温
暖
化
防
止
市
民
協

議
会
事
務
局
（
温
暖
化
対
策
課

内
）

（
〒
８
１
０
倆
８
６
２
０
住
所

不
要　

☎
７
１
１
・
４
２
８
２

Ⓕ
７
３
３
・
５
５
９
２　

メ
ー

ルon
dan
.E
B
@
city
.fu
k

uoka.jp

）

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

愛宕浜小学校（西区）の屋上に設置された太陽光発電システムは
10キロワットの発電能力。パネルの面積は畳約45枚分になる　  

住宅用太陽光発電システム補助
５月１日から受け付けます

循環型社会を目指し循環型社会を目指してて

書類は必ず郵送で

※表中の「扶養親族数」は、所得証明書に記載される控除対象配偶者お
　よび扶養親族の合計数です。詳しくは、お問い合わせください。

　

南
区
鶴
田
に
住
む
石
橋 
宏
一 
こ
う
い
ち

さ
ん（　

）、
真
由
美
さ
ん（　

）

５０

４３

夫
妻
が
、
市
の
補
助
を
受
け
て

マ
イ
ホ
ー
ム
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
付
け
た
の

は
、
昨
年
夏
の
こ
と
で
す
。
当

時
小
学
生
と
中
学
生
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
学
校
で
市
の
施
設

で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を

見
学
。
家
族
で
環
境
問
題
を
身

近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
「
灯
油
の
値
段
が

上
が
っ
て
い
た
し
、
太
陽
光
や

風
力
発
電
に
以
前
か
ら
興
味
が

あ
り
、
い
つ
か
は
取
り
入
れ
て

み
た
い
」
と
い
う
真
由
美
さ
ん

の
思
い
に
、
宏
一
さ
ん
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
太
陽
光

発
電
の
情
報
を
収
集
し
ま
し

た
。

　

「
何
度
も
試
算
を
し
て
、
実

利
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

意
識
を
し
な
く
て
も
地
球
温
暖

化
防
止
に
協
力
で
き
る
の
だ
か

ら
一
石
二
鳥
で
す
」
と
宏
一
さ

ん
。
４
人
家
族
の
石
橋
さ
ん
の

家
庭
の
場
合
、
ガ
ス
代
と
電
気

代
が
下
が
り
、
夏
場
に
は
余
っ

た
電
力
を
電
力
会
社
の
買
い
取

っ
て
も
ら
う
売
電
額
が
月
５
０

０
０
円
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
（
＝
写
真

下
）
で
、
今
ど
の
く
ら
い
の
電

気
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
毎
日
の

日
差
し
が
気
に
な
る
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
経

済
的
効
果
だ
け
で
な
く
、
家
族

全
員
が
環
境
対
策
の
意
識
が
高

く
な
っ
た
、
と
石
橋
さ
ん
夫
妻

は
言
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
進
め
て

行
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
に
も
、
家
計
に
も
優
し

環
境
に
も
、
家
計
に
も
優
し
いい

（
上
）
売
電
メ
ー
タ
ー
の
前
に

　
　
　

立
つ
石
橋
さ
ん
夫
妻

（
下
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　

の
室
内
パ
ネ
ル


